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地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）の規定により、次のとおり公表します。
〈比率の説明〉
◯実質赤字比率 	  一般会計等の実質赤字の標準財政規模に対する比率
◯連結実質赤字比率 	  全ての会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率
◯実質公債費比率 	  �一般会計などにおける地方債の償還や公営企業が借り入れた地方債の償還

に対する一般会計からの繰出金などの標準財政規模に対する比率
◯将来負担比率 	  �第三セクターなども含め、一般会計等が将来負担すべき実質的な債務の標

準財政規模に対する比率

（単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

神山町の比率 －－－ －－－ 2．0 －－－

早期健全化基準 15．0 20．0 25．0 350．0
注：実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合「－」の記載となる。
注：4つの比率のうち1つでも「早期健全化基準」（黄信号）に達すると財政健全化計画を策定しなければならない。

　　　　　　　　　　　　　（令和元年神山町公表第66号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

特別会計の名称 資金不足比率 事業の規模

神山町簡易水道事業特別会計 －－－ 96,279千円
注：資金不足額（赤字額）がない場合「－」の記載となる。
注：健全化法施行令17条第 3号の規定により事業の規模を算定

平成
30年度

決算に基づく健全化判断比率
および資金不足比率について

健全化判断比率
（4つの比率）

（令和元年神山町公表第65号）

資金不足比率

町
財
政
状
況

平
成
30
年
度
決
算
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
神
山
町
公
表
第
68
号
）

特別会計決算 ( 単位：千円 )　
区　　　分 歳　　　　入 歳　　　　出 差　　　　引

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 879,322 852,815 26,507
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 330,387 326,800 3,587
介 護 保 険 特 別 会 計 1,043,493 993,786 49,707
後期高齢者医療特別会計 120,566 120,299 267

歳　入

町税
474,064千円
9.0％

依存財源
3,810,797千円
72.6％

自主財源
1,439,534千円
27.4％

諸収入
81,975千円　1.6％

地方交付税　2,204,769千円　42.0％

5,250,331千円

使用料・手数料
43,705千円　0.8％

分担金・負担金
42,081千円
0.8％

町債
604,800千円
11.5％

国庫支出金
356,012千円
6.8％

県支出金
426,063千円
8.1％

その他
579,031千円
11.0％

地方譲与税
89,142千円
1.7％

その他　130,011千円　2.5％
繰越金
218,678千円　4.2％

農林水産業費
382,347千円
7.7％

民生費
1,007,594千円
20.5％

教育費
318,516千円
6.4％

公債費
353,011千円
7.1％

災害復旧費
324,976千円
6.6％

総務費
1,429,032千円
29.0％

土木費
568,727千円
11.5％

衛生費
274,426千円
5.5％

議会費　51,697千円　1.0％
商工費
49,965千円　1.0％

消防費　185,116千円　3.7％

歳　出
4,945,407千円

歳　入 歳　出

町民１人あたりの町税負担額� 87,806円
自主財源� 27.4%
依存財源� 72.6%

町民１人あたりに使ったお金� 915,986円

広報かみやま No.325 2



（令和元年神山町公表第67号）
　神山町財政状況の公表に関する条例の規定により、令和元年度上半期の財政の状況を公表します。

令和元年10月15日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神山町長　後　藤　正　和

➊　予算執行状況� （単位：千円）

区分
会計別

予算額
歳　　　　　　　入 歳　　　　　　　出
収入済額 収 入 率 支出済額 支出済率

一 般 会 計 5,459,826 3,093,789 56.7 2,141,107 39.2
国民健康保険特別会計 846,637 330,772 39.1 291,015 34.4
簡易水道事業特別会計 364,756 139,021 38.1 124,249 34.1
介 護 保 険 特 別 会 計 1,051,119 523,664 49.8 420,406 40.0
後期高齢者医療特別会計 132,061 64,264 48.7 23,660 17.9

合　　　　計 7,854,399 4,151,510 52.9 3,000,437 38.2

2　地方債現在高
　令和元年9月30日現在の事業別現在高及び令和元年度上半期の元利償還金は次のとおりです。

（単位：千円）

事　　業　　名 借入現在高
元　利　償　還　金

元　　金 利　　子
公 共 事 業 等 債 15,700 16
一 般 単 独 事 業 債 22,870 1,467 51
義務教育施設整備事業債 15,875 3,608 203
災 害 復 旧 事 業 債 298,647 20,269 253
過 疎 対 策 事 業 債 1,971,503 68,686 1,853
財 源 対 策 債 4,236 578 41
緊 急防災・減災事業債 11,539 1,080 11
辺 地 対 策 事 業 債 126,970 7,389 103
臨 時 財 政 対 策 債 907,683 80,113 2,083
一 般 会 計 分 計 3,375,023 183,190 4,614
特 別 会 計 分 575,684 19,087 4,942
合 計 3,950,707 202,277 9,556

3　一時借入金 �  0 千円

3 令和元年11月15日発行
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平成30年度　神山町人事行政の運営等の状況
　神山町人事行政等の状況の公表に関する条例に基づき､ 次のとおり職員の任用､ 給与､ 服務や勤務条件
等の人事行政の運営状況について公表します｡

2 ．職員の給料の状況
　⑴　 1 人当たりの支給額 （H30.4.1）

　
⑵　初任給基準 （H30．4．1）

区　分 平均給料月額 平均年齢 区　分 大学卒 短大卒 高校卒
一 般 行 政 職 301,062円 40.6歳 一 般 行 政 職 179,200円 159,800円 147,100円
技 能 労 務 職 301,454円 54.7歳 技 能 労 務 職 － － 142,600円

　⑶　手当制度の状況（H30.4.1 現在）
手
当 内容及び支給額

扶
　
　
養

　配偶者　　　　　　　　　　　　　　　 月額　6,500円
　配偶者以外の扶養親族
　　扶養親族　子　　　1人　　　　　　 月額　10,000円
　　　　　　　父母等　1人　　　　　　 月額　6,500円
　配偶者非扶養の場合（1人のみ）　　　　月額　10,000円
　配偶者なしの場合（1人のみ）　　　　　月額　10,000円
　16歳～22歳までの子　　　　　　　　　　  　5,000円加算

住
　
　
居

・借家・間借居住
　月額23,000円以下の家賃
　　家賃月額から12,000円を控除した額
　月額23,000円を超える家賃
　�　家賃月額から 23,000円を控除した額の 2分の 1（その控除
した額の 2分の 1が16,000円を超えるときは、16,000円）に
11,000円を加算した額（最高27,000円）

通
勤
　通勤距離（片道）2㎞以上の職員に支給
　自動車等使用の場合
　　通勤距離に応じて、月額 2,000円から24,400円

時
間
外
勤
務

　正規の勤務時間を超えて勤務する職員
　･勤務日における時間外
　�　1時間当たり給料額×時間数×1.25（22時から翌5時までは1.50）
　･上記以外の勤務における時間外
　�　1時間当たり給料額×時間数×1.35（22時から翌朝5時までは1.60）

休
日
勤
務

　祝日及び年末年始の休日に勤務する職員
　�　1時間当たり給料額×時間数×1.35（22時から翌朝5時までは1.60）

　　
手
当 内容及び支給額
夜
間
勤
務

　正規の勤務時間として22時から翌朝 5時までの間勤務が割り振られた職員
　1時間当たり給料額×時間数×0.25

管
理
職

　管理又は監督の地位にある職員（課長等､ 所長総務課課長補佐）
　23,300 円～ 53,300 円（定額）
　＊参事職手当 69,700 円は実績無し

 

期
　
　
　
末

　基準日（6月 1日、12月 1日）に在職する職員
　・6月期
　期末手当基礎額×1.225×期間率×役職加算率
　・12月期
　期末手当基礎額×1.375×期間率×役職加算率
　　＊期末手当基礎額=給料＋扶養手当
　　＊役職加算率‥3級以上の職に応じ 1.05 ～ 1.15

勤
　
　
勉

　基準日（6月1日、12月1日）に在職する職員（6月期､12月期とも）
　勤勉手当基礎額× 0.9 ×期間率×役職加算率
　　＊勤勉手当基礎額‥給料月額　
　　＊役職加算率‥3級以上の職に応じ 1.05 ～ 1.15

特
殊
勤
務

　防疫特殊勤務手当　　　　　1日　　1,000円以内
　死体処置特殊勤務手当　　　1件　　5,000円以内
　水道特殊勤務手当　　　　　月額　　4,000円
　環境センター特殊勤務手当　月額　　5,000円

宿
日
直

　宿日直勤務をする職員
　・勤務 1回につき　4,200円
　・�労働基準法第41条第 3号による行政官庁の許可に基づく日直
は、許可の額

1 ．職員の任免及び職員数に関する状況　　　　　　　　　　（単位：人）
年度

区分
平成30年

4月 1日現在職員数
平成30年度中 平成31年4月1日

採用者数
平成31年 4月1日
現在職員数採用者数 退職者数

一般行政職 91（1） 5（0） 3（1） 3（1） 91（1）
技能労務職 14（1） 0（1） 5（0） 0（3） 9（4）

計 105（2） 5（1） 8（1） 3（4） 100（5）
　　＊平成30年 4月 1日現在の職員数には平成30年度中の採用者を含みます。
　　＊（　）の数値は再任用職員です。

▼定数条例から見た職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
区　　　　　　分 定　数 H30.4.1職員数 H31.4.1職員数 H31と定数との比較
議会の事務部局 2 1 1 ▲1
町長の事務部局 121 91（1） 88（3） ▲33

選挙管理委員会の事務部局 1 併任 0 併任 0 ▲1
監査委員の事務部局 1 併任 0 併任 0 ▲1
教育委員会の事務部局 32 11（1） 9（2） ▲23
農業委員会の事務部局 1 2 2 1

計 158 105（2） 100（5） ▲58
（　）の数値は再任用職員です。

　　職名別職員数　　　　（単位：人）
職　　　　名 H30.4.1 H31.4.1

課 長 等 　　9 　9（1）
課 長 補 佐 等 　31 　31
係 長 等 　7（1） 　　7
主 事 　26 　28
技 師 　　1 　　1
所 長 等 　　5 　　3
副 所 長 　　2 　　2
主 任 保 育 士 　　2 　　2
副 主 任 保 育 士 　　0 　　0
保 育 士 　　8 　　8
主任業務員･業務員 　　8 　5（1）
主 任 工 手 ･ 工 手 　　1 　1（1）
運 転 手 　　0 　　0
用 務 員 　4（1） 　2（2）
調 理 員 　　1 　　1
主任支援・支援員 　　0 　　0
介 護 員 　　0 　　0

計 105（2） 100（5）
（　）の数値は再任用職員です。

　⑷　特別職の報酬などの状況（H30.4.1 現在）
区　　分 月　　額 期 末 手 当 区　　分 月　　額 期 末 手 当
給

料

町 長 746,000円 ・6月期
　給料月額×1.15×1.575月分
・12月期
　給料月額×1.15×1.725月分

報

酬

議 長 284,000円 ・ 6月期
　報酬月額×1.15×1.575月分
・12月期
　報酬月額×1.15×1.725月分

副 町 長 597,000円 副 議 長 234,000円
教 育 長 541,000円 議 員 195,000円
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3 ．職員の勤務時間その他勤務条件の状況
　⑴　 勤務日及び時間
　　　・勤務日…週休日（土､ 日曜）及び休日（国民の祝休日及び12月29日から翌年 1月 3日）を除いた日
　　　・1週間の勤務時間…1週間当たり38時間45分（休憩時間を除く）｡
　　　・1日当たりの勤務時間…7時間45分
　⑵　休　暇

休　暇　の　種　類 休　　暇　　日　　数　　等

有
　
給
　
休
　
暇

年次有給休暇 1年に20日間、最高20日間の繰越適用あり
病
気
休
暇

公務上の負傷又は疾病 その療養に必要と認める期間
特定疾患治療研究事業の対象となる疾病 180日を超えない範囲内で､ その療養に必要と認める期間
上記以外の負傷又は疾病 90日を超えない範囲内で､ その療養に必要と認める期間

特
別
休
暇

風水震火災等による職員の現住居の滅失又は破壊 1週間を超えない範囲内でその都度必要と認める期間
証人等として官公署の呼出しに応ずる場合 その都度必要と認める期間
骨髄移植提供のため検査、入院等を行うとき その都度必要と認める期間
通信教育における面接授業を受ける場合 1年につき20日の範囲内で､ その都度必要と認める期間
婚姻の場合 7日の範囲内で､ その都度必要と認める期間
職員の分べん 産前8週間目に当たる日から産後8週間目（多胎妊娠14週）に当たる日までの期間において、あらかじめ必要と認める期間
生理休暇 3日を超えない範囲内で､ その都度必要と認める期間
職員が生後 1年に達しない子を保育する場合 1日 2回､ 1回30分
中学校就学前の子の看護 勤務しないことが相当と認められた場合に､1年において､5日の範囲内の期間。休暇の単位は、1日又は1時間。
職員が妻の分べんに伴い勤務しないこと
が相当であると認められる場合

職員の妻の分べんに係る入院等の日から当該分べんの日後2週間目に当たる日までの期間にお
ける 2日の範囲の期間。休暇の単位は、1日又は 1時間。

職員の妻が分べんする場合であって当該分べんに
係る子又は小学校修学の始期に達するまでの子（妻
の子を含む｡）を養育する職員が、これらの子のた
め勤務しないことが相当であると認められる場合

妻の分べん予定日の 6週間（多胎妊娠の場合にあっては､ 14 週間）前の日から当該分べん日
後の 8週間を経過する日までの期間において、当該機関内における 5日の範囲内の期間。休
暇の単位は、1日又は 1時間。

忌引 血族、姻族の死亡。死亡者により 1～ 10日の範囲内で必要と認める期間
夏季休暇 7月から9月までの期間において、その都度必要と認める日又は半日。ただし、1年につき5日を超えることはできない。
リフレッシュ休暇 新たに職員として採用された日から起算して10年､ 20年､ 30年又は40年に達する日の属する年において、連続する5日の範囲内の期間
地震等の被災地で社会貢献活動を行う場合 5日の範囲内の期間

無給休暇 介護休暇 介護を必要とする一の継続する状態ごとに､ 連続する6月の期間の範囲内において必要と認められる期間
（H30年 1～12月）
年次有給休暇取得実績

対象（一般職） 取得総日数 平均取得日数
71人（新採 ･休職者等を除く） 758.5日 10.7日

　⑶　休　業
休業の種類 内　容
育児休業 満 3歳に満たない子を養育するために、職務に従事しないことを認める制度（無給）

部分休業 小学校就学の始期に達するまでの子を養育するために､ 1日の勤務時間の始め､ または終わりにおいて30分を単位とし
て 2時間を限度に職務に従事しないことを認める制度（無給）

6 ．職員の福祉及び利益の保護の状況
　⑴　共同互助会制度の状況 ( 特別職を含む）（H30年度） 　⑵　健康診断事業の状況（H30年度）

会員数
会員数 互　助　会　名 区　分 受診者数
103人 財団法人　徳島県市町村職員互助会 人間ドック 　57人

財　源
年　度　 会員掛金（A）（会員個支出分） 町村補助（B）（公費支出分） 比率（A）:（B） 脳ドック 　20人

H30年度決算額 1,262,000円 1,262,000円 1：1 定期健康診断 　20人
H31年度予算額 1,231,000円 1,231,000円 1：1

事業内容

給付事業 医療費補助金・入院差額料・入院見舞金・結婚祝金・出産祝い金・入学祝・永年会
員祝金・死亡慶弔金・災害見舞金・育児休業給付金・介護休業給付金・退職餞別金

厚生事業 銀婚祝品・ライフプランセミナー・退職記念品・スキー教室・夏期保養施設・
文化教養講座

助成事業 人間ドック及び脳ドック助成・在宅介護助成・保養所利用助成・遺児奨
学助成・公的資格助成・旅行費用助成

4 ．職員の分限及び懲戒処分等（H30年度） 5．職員研修及び勤務成績の評定状況（H30年度）
処　分　内　容 処分者数 研　修　区　分 研　修　名　等 人　数

分 限 処 分

免 職 0人

自 治 研 修 セ ン タ ー 等 研 修

課 長 級 研 修 2人
降 任 0人 課 長 補 佐 級 研 修 3人
休 職 2人 係 長 研 修 3人
降 給 0人 職 員 Ⅱ 研 修（ 8 年 目 ） 2人

失 職 0人 職 員 Ⅰ 研 修（ 4 年 目 ） 4人

懲 戒 処 分

免 職 0人 新 人 職 員 研 修 10人
停 職 0人 そ の 他 研 修　13 研 修 33人
減 給 0人

職 場 研 修

地 方 創 生 研 修（ 4 回 ） 373人
戒 告 0人 新 規 採 用 職 員 研 修 5人

 訓 告・ 厳 重 注 意 等 4人 空 海 の 道 ウ ォ ー ク 研 修 5人
2040 問 題 研 修 会 36人

市町村アカデミー研修（千葉県） 住民行政事務能力の向上研修 1人
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神
山
町
議
会
9
月
定
例
会
が
令
和
元

年
9
月
11
日
か
ら
9
月
20
日
ま
で
の
会

期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、
令
和
元
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
の
ほ
か
19
議
案
を
審
議
、

報
告
3
件
を
含
め
、
す
べ
て
原
案
ど
お

り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。補

正
予
算

■�

令
和
元
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
4
2
9

3
万
4
千
円
を
追
加
し
、総
額
48
億
3

1
9
9
万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。
中
学

校
費
等
の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

■�

令
和
元
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
5
3
万
5
千

円
を
追
加
し
、
総
額
8
億
4
6
6
3
万

7
千
円
と
し
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
等
の
増
額
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

■�

令
和
元
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に

つ
い
て

決
算
認
定

■�

平
成
30
年
度
神
山
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
の
決
算
認
定
に
つ
い
て

■�

平
成
30
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定
に

つ
い
て

■�

平
成
30
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定
に

つ
い
て

■�
平
成
30
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定
に
つ
い

て
■�

平
成
30
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定

に
つ
い
て

　
決
算
額
等
に
つ
い
て
は
、
2
ペ
ー
ジ

に
記
載
し
て
い
ま
す
。
ご
参
照
く
だ
さ

い
。条

例
の
制
定

■�

消
費
税
率
等
の
引
き
上
げ
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

条
例
の
改
正

■�

神
山
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

■�

神
山
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負

担
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

そ
の
他

■�

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

■�

平
成
30
年
度
（
ゼ
ロ
国
）
森
林
基
盤

整
備
事
業
林
業
専
用
道
奥
屋
敷
線
開

設
工
事
（
奥
屋
敷
工
区
）
変
更
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
。

■�

神
山
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
敷
田
芳
郎
氏
（
下
分
）
の
任
命
に
つ

い
て
同
意
を
得
ま
し
た
。

■�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

大
埜
地
集
合
住
宅
S

－

1
棟
用
木

材
を
購
入
し
ま
し
た
。

■�

大
埜
地
集
合
住
宅
コ
モ
ン
ハ
ウ
ス
新

築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

報
告

■�

株
式
会
社
神
山
温
泉
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

　
平
成
30
年
度
の
決
算
は
16
期
連
続
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

■�

健
全
化
判
断
比
率
報
告
に
つ
い
て

　
財
政
健
全
化
の
判
断
基
準
と
な
る
実

質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
・

実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負
担
比
率
に

つ
い
て
、
基
準
値
を
大
き
く
下
回
っ
て

お
り
良
好
で
あ
り
ま
し
た
。

■�

資
金
不
足
比
率
報
告
に
つ
い
て

　
神
山
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
経

営
健
全
化
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、

資
金
不
足
比
率
は
算
出
さ
れ
ず
良
好
で

あ
り
ま
し
た
。

発
議

■�

神
山
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
神
山
町
議
会
議
員
の
定
数
が
10
人
か

ら
8
人
と
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

神
山
町
議
会

9 

月 

定 

例 

会

�

15
議
案
を
可
決

平成30年度決算 （　）は前年比
▪温泉入浴者数� 144,948人（-3.6%）

▪ホテル宿泊者数� 8,695人（-3.5%）

▪総売上高
　神山温泉� 280,105千円（-6.7%）
　道の駅� 130,176千円（-7.5%）

▪純利益� 3,272千円（+33.5%）
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9
名
の
中
高
生
オ
ラ
ン
ダ
訪
問

踏
み
出
し
た
一
歩

阿
南
高
専　
3
年　

谷　
　
知
篤

　
今
年
の
夏
休
み
は
、
私
に
と
っ
て
忘

れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
人
生
の
転
機

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
た
る
要
因
は

「
神
山
町
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

へ
の
参
加
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
私
は
、調
べ
る
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
目
で
見
て
肌
で
感
じ
る
こ
と
の

重
要
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
で
の
生
活
を
前
半
と
後
半

に
分
け
て
考
え
て
み
ま
す
。
前
半
は
農

業
や
育
児
、
食
品
廃
棄
な
ど
私
た
ち
学

生
が
興
味
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
、
現

地
に
住
む
日
本
人
の
方
に
各
施
設
を
ガ

イ
ド
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。後
半
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
同
年
代
の
オ

ラ
ン
ダ
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　
前
半
で
は
私
は
農
業
に
興
味
が
あ
っ

た
の
で
、
世
界
一
の
オ
レ
ン
ジ
パ
プ
リ

カ
の
生
産
量
を
誇
る
農
家
へ
の
訪
問
が

強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン

ダ
の
農
業
は
日
本
の
も
の
と
は
違
い
大

規
模
化
し
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
り
維

持
・
管
理
は
I
T
を
駆
使
し
て
一
括

で
行
っ
て
い
る
こ
と
は
事
前
に
調
べ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
熱
を
利
用
し

て
熱
や
電
気
な
ど
で
も
収
入
を
得
て
い

る
こ
と
、
害
虫
駆
除
の
た
め
に
益
虫
を

利
用
し
て
完
全
無
農
薬
で
栽
培
し
て
い

る
こ
と
な
ど
知
ら
な
い
こ
と
も
多
く
更

に
興
味
を
ひ
か
れ
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
、
私
は
パ
ウ
リ
ン
と
い
う

16
歳
の
女
の
子
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
ま
し
た
。
彼
女
は
と
て
も
好
奇
心

旺
盛
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
し
た
。
苦
手

な
英
語
で
会
話
を
す
る
こ
と
に
一
抹
の

不
安
を
抱
え
て
い
ま
し
た
が
、
彼
女
が

と
て
も
楽
し
そ
う
に
話
を
し
て
く
れ
る

の
で
そ
ん
な
不
安
は
す
ぐ
に
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
毎
晩
犬
の
散
歩
の

と
き
に
、
学
校
の
こ
と
や
彼
女
の
町
の

こ
と
な
ど
様
々
な
こ
と
を
私
に
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
私
も
拙
い
英
語
で
し
た

が
、
日
本
や
神
山
の
魅
力
に
つ
い
て
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
こ

と
で
、
調
べ
る
だ
け
で
は
偏
っ
た
知
識

に
な
り
が
ち
な
た
め
、
実
際
に
現
地
を

訪
問
す
る
こ
と
で
自
分
の
知
識
を
よ
り

深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
こ
の
社
会
で
海

外
に
目
を
向
け
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

神
山
町
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
三
回
訪
問
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
神
山
町
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ま
ち
の
将
来
世
代
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
、
他
国
の
暮
ら
し
や
働
き
方
に
触
れ
、
ま
た
そ
の
土
地
に
生
き
る
人
々
と
接
す

る
こ
と
を
通
し
、
多
様
な
文
化
や
価
値
観
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
、
一
昨
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
8
月
16
日
か
ら
24
日
の
9
日
間
で
中
学
生
2
名
、
高
校
生
7
名
の
学

生
と
、
引
率
者
と
し
て
神
山
町
役
場
職
員
、
城
西
高
校
神
山
校
教
員
、
神
山
つ
な

ぐ
公
社
職
員
が
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
新
た
に
中
高
生
が
「
学
習
テ
ー
マ
」
を
設
定
し
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
こ
と
や
、
一
人
ひ
と
り
が
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、

こ
れ
か
ら
の
神
山
や
自
分
に
活
か
し
て
い
き
た
い
こ
と
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

大規模オレンジパプリカ農家訪問 アムステルダムの町散策
（都市の中心地ダム広場にて）

KAIRアーティスト、ヤマンドゥ・
ルースさんが関わるガーデン 学童保育訪問とオランダの

子育て・学校事情レクチャー

1人または2人1組で
3泊4日のホームステイ ピーテル・フルン校の中高生との交流

訪問先紹介（一部）
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農
業

神
山
中
学
校　
1
年　

粟
飯
原　
慎

　
僕
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
農
業
の
事
で
す
。
オ
レ
ン
ジ
パ
プ
リ

カ
農
園
と
ヤ
マ
ち
ゃ
ん
の
農
園
に
つ
い

て
感
想
を
話
し
て
い
き
ま
す
。
僕
は
、

オ
ラ
ン
ダ
に
行
く
前
は
「
日
本
と
同
じ

だ
ろ
」
と
か
思
っ
て
い
た
け
ど
、
調
べ

て
い
く
う
ち
に
日
本
よ
り
も
先
の
農
業

を
し
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
オ

レ
ン
ジ
パ
プ
リ
カ
農
園
は
化
学
農
薬
を

使
わ
ず
に
、
害
虫
な
ど
を
食
べ
て
く
れ

る
有
益
な
虫
を
育
て
て
い
る
そ
う
で

す
。
は
ち
も
育
て
て
い
ま
し
た
。
は
ち

は
パ
プ
リ
カ
の
花
が
咲
い
た
時
に
花
粉

を
届
け
、
受
粉
さ
せ
る
役
割
が
あ
る
そ

う
で
す
。

　
ヤ
マ
ち
ゃ
ん
の
農
園
は
自
然
に
限
り

な
く
近
い
栽
培
方
法
で
作
物
を
育
て
て

い
ま
し
た
。
僕
は
、
こ
の
栽
培
方
法
は

神
山
で
も
使
え
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
神
山
の
人
に
農
薬
の
事
を
ど
う
思
っ

て
い
る
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。
農
業
を

本
格
的
に
し
て
い
な
い
人
は
「
農
薬
が

な
く
て
も
植
物
は
育
つ
か
ら
農
薬
は
な

く
て
も
い
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
農
業

を
本
格
的
に
し
て
い
る
人
は
「
害
虫
と

か
が
い
る
か
ら
使
っ
て
い
る
け
ど
、
も

し
害
虫
が
い
な
い
な
ら
使
わ
な
く
て
も

い
い
」
と
言
う
意
見
が
で
ま
し
た
。
僕

は
農
薬
は
体
に
悪
い
と
言
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
の
で
、
出
来
る
だ
け
使
わ
ず
に

育
て
て
ほ
し
い
で
す
。

　
神
山
に
も
活
か
せ
る
こ
と
を
た
く
さ

ん
学
ん
だ
の
で
、
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

せ
る
よ
う
に
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

例
え
ば
、
す
だ
ち
は
生
産
量
が
日
本
一

位
だ
け
ど
、
そ
の
分
廃
棄
さ
れ
て
い
る

だ
ろ
う
か
ら
そ
の
す
だ
ち
を
使
い
料
理

し
た
り
、
肥
料
に
し
た
り
、
家
畜
の
餌

に
し
た
り
し
て
神
山
の
ブ
ラ
ン
ド
品
を

増
や
し
、

す
だ
ち

に
更
な

る
付
加

価
値
を

つ
け
て

い
け
れ

ば
い
い

と
思
い

ま
す
。

私
が
み
た
オ
ラ
ン
ダ

　
城
西
高
校
神
山
校　
1
年井

口　
結
衣

　
私
は
、
自
分
が
ま
さ
か
オ
ラ
ン
ダ
に

行
く
と
は
去
年
の
今
頃
は
全
く
考
え
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
、
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
に
荷
物
を
詰
め
て
い
る
時

も
、ま
だ
実
感
が
湧
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
で
の
毎
日
を
果
た

し
て
自
分
は
成
長
で
き
る
の
か
と
い
う

期
待
と
不
安
を
抱
き
な
が
ら
、
空
港
に

降
り
立
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
訪
れ
る
国
、
初
め
て
見
る
建

物
、
初
め
て
触
れ
る
文
化
、
全
て
が
私

に
は
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
映
り
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
は
、
人
も
緑
も
動
物
も
、
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
の
び
の
び
と
自
由
に
暮

ら
す
こ
と
が
可
能
な
国
だ
、
と
思
い
ま

し
た
。
私
は
そ
れ
を
思
っ
た
時
、
日
本

は
な
ん
て
狭
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
今
ま
で
自
分

の
見
え
て
い
な
い
世
界
に
手
を
伸
ば
そ

う
と
し
な
か
っ
た
自
分
に
も
後
悔
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

オ
ラ
ン
ダ
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た

よ
う
に
、
そ
の
国
に
足
を
運
ば
な
き
ゃ

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
私
は

思
い
ま
し
た
。
絶
対
に
高
校
生
の
う
ち

に
再
び
海

外
を
訪
れ

た
い
し
、

た
く
さ
ん

の
こ
と
に

手
を
伸
ば

し
て
い
け

る
自
分
に

成
長
し
て

い
き
た
い

で
す
。

自
分
の
新
し
い
目
標

名
西
高
校　
2
年　

細
井　
洸
樹

　
僕
は
、
様
々
な
訪
問
先
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た

時
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
と
感
じ

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
た
時

も
そ
う
で
し
た
。
け
れ
ど
不
安
も
あ
り

ま
し
た
。
し
ゃ
べ
っ
た
英
語
が
相
手
に

伝
わ
ら
な
か
っ
た
り
、
自
分
の
英
語
力

で
対
応
で
き
る
か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。で
も
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
「
少
し
ず
つ
で
も
い
い
か
ら
英
語
を

し
ゃ
べ
っ
て
み
て
頑
張
れ
！
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
僕
が
単
語

だ
け
だ
け
ど
、
英
語
を
使
っ
て
し
ゃ

べ
っ
た
時
、
理
解
し
て
く
れ
よ
う
と
し

て
く
れ
た
の
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　
そ
の
他
に
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
人
と
関

わ
る
の
に
抵
抗
が
な
い
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
海
に

行
っ
た
時
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
母

さ
ん
が
親
し
げ
に
い
ろ
ん
な
人
と
話
し

て
い
た
の
で
そ
う
思
い
ま
し
た
。
僕
も

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
人
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
一
番
オ
ラ
ン
ダ
に
行
っ
て

感
じ
た
こ

と
は
「
経

験
っ
て

大
事
だ

な
」
と
い

う
こ
と
で

し
た
。
僕

は
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
会

話
し
た
と

き
に
単
語
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で
し
か
話
せ
な
か
っ
た
け
ど
、
一
緒
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
高
橋
義
雅
君
は
英

語
の
文
で
話
し
て
い
た
の
で
理
由
を
聞

い
て
み
る
と
、「
外
国
人
の
受
け
入
れ

を
し
て
い
た
の
で
そ
こ
で
よ
く
話
し
て

い
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

自
分
と
義
雅
君
と
の
経
験
の
差
を
感
じ

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
経
験

を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
思
い
出

　
城
西
高
校
神
山
校　
2
年

　

佐
藤　
愛
美

　
私
は
、
昨
年
日
本
に
来
た
子
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
き
ま
し
た
。
初
め

は
、
英
語
が
話
せ
な
い
の
に
大
丈
夫
か

な
っ
て
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
の
子
と
そ
の
友
達
が
日
本
語

を
勉
強
し
て
い
て
、
私
も
片
言
で
英
語

で
話
し
た
り
、
そ
の
2
人
も
片
言
で
日

本
語
を
話
し
て
み
た
り
、
日
本
語
と
英

語
で
話
し
な
が
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
始

ま
り
ま
し
た
！
私
が
ミ
ッ
フ
ィ
ー
が
好

き
と
言
っ

た
ら
、
2

人
と
私

で
ミ
ッ

フ
ィ
ー
の

町
の
ユ
ト

レ
ヒ
ト
と

い
う
場
所

に
連
れ
て

行
っ
て
く

れ
ま
し

た
。博
物
館
へ
行
っ
た
り
、本
物
の
ミ
ッ

フ
ィ
ー
の
カ
ラ
フ
ル
な
信
号
機
が
見
え

て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
日

の
夜
は
、日
本
の
映
画
の
「
君
の
名
は
」

を
見
ま
し
た
。

　

家
族
は
日
本
語
が
話
せ
な
い
の
で
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
子
が
翻
訳
機
を

使
っ
て
伝
え
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
は
皆
が
お
も

し
ろ
く
て
、
い
つ
も
笑
顔
で
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
最
終
日
の
日
の
朝

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
子
が
ふ
た
つ

も
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
空
港
に
行
く
ま
で
は
家
族
全
員

で
色
々
な
お
話
を
し
ま
し
た
。
英
語
が

分
か
ら
な
く
な
っ
て
も
ち
ゃ
ん
と
み
ん

な
が
聞
こ
う
と
し
て
く
れ
て
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
私
は
、
英
語
が
苦

手
な
の
で
や
っ
ぱ
り
英
語
は
勉
強
し
よ

う
っ
て
思
い
ま
し
た
。
私
は
高
校
卒
業

し
た
ら
今
度
は
家
族
と
一
緒
に
オ
ラ
ン

ダ
に
行
き
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
！

オ
ラ
ン
ダ
で
楽
し
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

時
間
が
過
ご
せ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

将
来
に
繋
が
る
経
験

　
城
西
高
校
神
山
校　
2
年

　

澤
野　
菜
摘

　
私
は
、
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
に
行
く
き
っ

か
け
が
あ
っ
た
か
ら
、
農
業
に
関
心
を

持
て
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
先
端
な

農
業
や
自
然
農
法
の
話
は
、
オ
ラ
ン
ダ

に
行
く
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
目
も
止
め

て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
オ
ラ
ン

ダ
に
行
っ
て
自
分
な
り
に
考
え
た
こ
と

を
神
山
で
も
で
き
る
よ
う
に
、
第
二
の

特
産
物
を
目
指
し
て
生
姜
を
学
校
で
作

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
時
期
が

違
う
の
で
で
き
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
自

分
の
で
き
る
と
こ
ろ
で
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

　
私
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
ウ
サ
ギ
を

飼
っ
て
い
ま
し
た
。
二
匹
の
ウ
サ
ギ
は

伸
び
伸
び
と
家
の
中
と
庭
を
行
き
来
し

て
く
つ
ろ
い
で
い
て
、
ウ
サ
ギ
も
幸
せ

だ
ろ
う
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。
庭
に

は
ブ
ラ
ン
コ
や
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
ソ

フ
ァ
ー
も
あ
っ
て
、
日
本
み
た
い
に
虫

も
い
な
け
り
ゃ
蒸
し
蒸
し
し
て
な
く
て

外
に
出
た
く
な
る
環
境
で
し
た
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
か
ら
自
転
車
に
乗
っ
て
学

校
に
行
っ
て
い
る
と
き
、
同
じ
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
に
行
っ
て
い
た
清
水
さ
ん
が

赤
信
号
で
渡
っ
て
し
ま
っ
て
車
が
来
て

い
た
時
、
す
ご
く
オ
ラ
ン
ダ
の
子
が

焦
っ
て
い
て
そ
の
他
に
も
自
転
車
の
道

に
出
る
と
容
赦
な
く
跳
ね
ら
れ
る
と
聞

い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
人
は
ル
ー
ル
を
守

る
環
境
も
整
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。
な
ん
で
も
自
己
責
任
は
す
ご
く

良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
は
ル
ー

ル
が
あ
っ
て
も
歩
行
者
が
悪
く
な
る
こ

と
は
な
い
か
ら
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か

ら
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
が
出
て
く
る

ん
だ
と
思
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
で
し
た
。

人
と
関
わ
る
大
切
さ

神
山
中
学
校　
2
年　

清
水
菜
々
夏

　

私
の
学
習
テ
ー
マ
は
、「
人
と
人
と

の
関
わ
り
」
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に
し

た
理
由
は
、
昨
年
の
交
流
で
す
。
昨
年

オ
ラ
ン
ダ
の
人
た
ち
と
交
流
し
た
と
き

に
明
る
く
、
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
と
い

う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
私
に
は
あ
ま

り
で
き
て
い
な
い
こ
と
な
の
で
、
な
ぜ

な
の
か
気
に
な
り
、
今
年
行
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
私
が
今
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、

中
條
さ
ん
の
お
話
で
す
。
特
に
「
オ
ラ

ン
ダ
の
人
は
失
敗
を
恐
れ
な
い
」「
オ

ラ
ン
ダ
の
人
は
社
会
的
」
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
。
た
し
か
に
み
ん
な
よ
く
話
し

か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
最
初
は
驚
い
た

け
ど
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
で
も
、
お
母
さ
ん
が
色
々
と

質
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ

で
少
し
の
時
間
で
仲
良
く
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
私
が
今
回
オ
ラ
ン
ダ
で
学
ん
だ
こ
と

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
話
す
だ
け
で

は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
の
人
た
ち
は
表
情

豊
か
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ

れ
を
も
っ
と
ま
ね
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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も
う
す
ぐ
オ
ラ
ン
ダ
の
人
た
ち
が
神

山
へ
き
て
く
れ
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
で
み

ん
な
親
切
に
し
て
く
れ
た
の
で
、
私
も

し
っ
か
り
お
も
て
な
し
し
た
い
で
す
。

私
が
今
通
っ
て
い
る
中
学
校
に
も
交
流

に
来
て
く
れ
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
人
た

ち
と
私
の
学
校
の
人
た
ち
が
仲
良
く
な

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
で
、
み

ん
な
に
言
葉
が
伝
わ
ら
な
い
と
し
て

も
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
単
語
を
つ
な
げ

る
だ
け

で
も
コ

ミ
ュ
ニ

ケ

ー

シ
ョ
ン

は
と
れ

る
、
と

い
う
こ

と
を
教

え
て
あ

げ
た
い

で
す
。

海
外
の
農
業
を
み
て

　
城
西
高
校
神
山
校　
3
年

　

中
井　
大
成

　
僕
は
オ
ラ
ン
ダ
と
き
い
て
、
農
業
の

先
進
国
だ
な
と
ま
ず
思
い
ま
し
た
。
な

の
で
、
学
習
テ
ー
マ
を
農
業
に
し
ま
し

た
。
実
際
に
農
業
を
し
て
い
る
所
二
箇

所
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
ま
ず
一
箇
所

目
に
世
界
一
の
パ
プ
リ
カ
農
家
に
行
き

ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
エ
コ
の
考
え
が

と
て
も
強
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
循
環
さ

せ
る
や
り
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
農
場

の
電
気
は
自
分
達
の
作
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
ま
か
な
っ
て
い
る
し
、
何
千
世

帯
の
電
気
も
ま
か
な
え
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
I
T
を
駆
使
し
て
農
業
を

し
て
い
る
所
で
し
た
。
農
業
機
械
に

I
C
チ
ッ
プ
を
タ
ッ
チ
し
て
ロ
グ
イ
ン

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
グ
ラ
フ

に
自
分
の
成
果
が
出
た
り
す
る
の
で
、

ど
れ
だ
け
自
分
が
頑
張
っ
た
の
か
や
、

他
の
人
が
こ
れ
だ
け
頑
張
っ
て
い
る
か

ら
自
分
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
も

強
く
な
る
い
い
や
り
方
で
し
た
。
そ
し

て
、
仕
事
内
容
は
一
人
一
人
し
っ
か
り

決
ま
っ
て
い
て
、
無
駄
の
な
い
ス
ム
ー

ズ
に
仕
事
が
出
来
る
わ
け
だ
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。

　
二
箇
所
目
は
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

と
い
う
神
山
に
も
訪
れ
た
事
も
あ
る
ヤ

マ
ン
ド
ゥ
・
ル
ー
ス
さ
ん
の
所
に
、
自

然
農
法
と
い
う
自
然
に
近
い
状
態
で
育

て
る
農
法
を
見
て
き
ま
し
た
。
自
然
に

近
い
状
態
で
し
て
い
る
の
で
、
も
ち
ろ

ん
農
薬
な
ど
は
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
消

費
者
の
人
は
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
ま

す
。
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
神
山
に
は

ピ
ッ
タ
リ
な
農
法
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
行
っ
て
思
っ
た

の
は
世
界
で
よ
く
エ
コ
だ
と
か
、
環
境

を
大
切
に
と
言
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、

な
か
な
か
す
る
の
が
難
し
い
中
、
オ
ラ

ン
ダ
は
そ
う
い
っ
た
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
あ
ら
ゆ
る
問
題
解
決
策
を
考

え
、
そ
れ
を
実
行
し
た
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。と
て
も
良
い
経
験
が
出
来
て
、

よ
か
っ
た
な
思
い
ま
す
。

遠
く
を
知
っ
て

城
南
高
校　
1
年　

高
橋　
義
雅

　
オ
ラ
ン
ダ
へ
と
飛
び
立
っ
た
時
、
自

分
の
英
語
が
通
じ
る
の
か
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る

の
か
、
な
ど
楽
し
み
な
気
持
ち
の
分
だ

け
不
安
な
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
不
安
は
す
ぐ
に
な
く
な
り

ま
し
た
。
訪
問
先
全
て
の
人
が
温
か
く

僕
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
も
優
し
く
、
生
活
の
中
で
も
会

話
を
弾
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
日
、
ま
た
一
日
と
日
が
経
ち
、
気
づ

け
ば
帰
国
と
い
う
感
じ
で
、
と
て
も
充

実
し
た
旅
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
オ
ラ
ン
ダ
訪
問
で
す
が
、
僕

は
『
子
ど
も
の
幸
福
度
』
と
い
う
テ
ー

マ
を
持
っ
て
訪
問
し
ま
し
た
。
実
は
オ

ラ
ン
ダ
は
【
子
ど
も
が
世
界
一
幸
せ
な

国
】
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本

と
は
小
学
校
の
制
度
も
違
う
と
聞
い
て

い
た
の
で
興
味
を
持
ち
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
お
話
や
情
報
を
教
え
て

も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
僕
が

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
多
種
多
様
な
意

見
や
考
え
を
認
め
合
う
と
い
う
教
育
で

す
。
オ
ラ
ン
ダ
に
は
様
々
な
国
籍
の
人

が
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
文
化
や
宗
教
の
違
い
や
考

え
方
の
違
い
を
教
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

そ
う
い
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
オ
ー
プ
ン

な
姿
勢
が
い
じ
め
防
止
な
ど
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
9
日
間
で
し

た
が
、
食
事
や
環
境
の
変
化
か
ら
か
体

調
を
崩
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
た
こ
と
で
、
オ

ラ
ン
ダ
だ
け
で
な
く
日
本
の
、
神
山
の

い
い
と
こ
ろ
を
再
確
認
す
る
機
会
に
も

な
り
ま
し
た
。
遠
く
を
知
る
こ
と
で
近

く
を
知
れ
る
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て

普
段
の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
た

い
で
す
。
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　神山町役場インターンシッ
プでお世話になった中川で
す。私は神山町の子育て、学
生支援制度や子育て環境につ
いて興味をもち、聞き取りな
どの調査を行いました。イン
ターン中に行った活動のまと
めを報告します。

●給食費完全無償化
神山町では2018年4月より小学校・中学校と、保育所の主食費の無償化を実施しています。
小学校と中学校の両方を無償化したのは県内では神山町が初めてでした。（2018年 4月時
点）効果としては、保護者への経済的負担軽減だけではなく、教職員の集金や管理業務削
減による教育の質向上が期待して実施されました。2017年度の調査によると、全国の自治
体で小中学校で給食の無償化をしているのは4.4%というデータがあります。このことからし
ても、保育所から対象となる無償化を実施していることは、先進的といえる取り組みです。
●きめ細やかな乳幼児支援
子どもはぐくみ医療費助成や子育て支援補助金などの支援制度だけではなく、健康福祉課
の保健師によるサポートも行っています。新生児訪問や乳児訪問に加え、必要に応じて、家
庭訪問をします。保健師さんへの聞き取りで印象的だったのは「名前や誕生日を把握するこ
とで、保護者からの相談時に的確なアドバイスを行えるよう努めている」というところです。
子どもや保護者を見守る体制を整えることで、安心して子育てする環境を支えています。

●支援制度ピックアップ    　　　                                         

　ここで生活していると当たり前だと思いがちな制度が、他自治体と比較することで支援策の
充実度が分かりました。あたたかい人がいて、子育てしやすい町の雰囲気があって、とても魅
力的な町であることをここで再認識してもらえたらなと思います。神山町は高齢者の割合が
50%を超えていますが、若者世代を対象とした給食費無償化実施について、町へ批判は寄せ
られなかったとのことでした。大人たちもまちの子どもたちのことを考えてくれているからこそ、
支援策も充実しているのだろうと思います。
　今回のインターンを通して町を今までとは違った角度から見ることができました。神山で暮ら
していた時のことを思い出しながら、また、ここ最近の新たな動きを知ることもでき、改めて「良
い町だな、神山に生まれてよかったな」と思うことができました。（中川）

●インターンを通じて…    　　　                                                 

　神山町の転入出の推移では、高校や大学進学、あるいは就職という時期をきっかけに町から出
て行く若者が多くなっています。様々な活動を通じて町と関係を持つことで、町に目を向けたり、
Uターンを考えるきっかけになればと考え、インターンシップ制度を実施しています。

神山町インターン事業とは…

神山町インターン成果報告 ～神山町のこども支援策について～

※ウェブページ・イン神山にはより詳しい成果報告を掲載しています。
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空
き
家
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　
空
き
家
の
こ
と
や
、
ま
だ
お
住
い
に

な
っ
て
い
る
家
や
土
地
に
つ
い
て
、
日

頃
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
神
山
町
移
住
交

流
支
援
セ
ン
タ
ー
、
神
山
つ
な
ぐ
公
社

の
担
当
者
や
建
築
士
が
お
話
を
伺
い
ま

す
。

日
に
ち
：
2
0
2
0
年
1
月
10
日（
金
）

�

11
日（
土
）

時
　
間
：
9
時
15
分
〜
15
時
30
分

場
　
所
：�

神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

2
階
郷
土
資
料
室

新
し
い
職
員
の
紹
介

　
10
月
か
ら
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

に
新
し
い
職
員
が
加
わ
り
、
セ
ン
タ
ー

の
専
属
職
員
が
2
名
体
制
と
な
り
ま
し

た
。
新
し
い
職
員
の
自
己
紹
介
を
お
届

け
し
ま
す
。

〈
い
ま
ま
で
〉

　

阿
南
市
の
那
賀
川
町
で
生
ま
れ
育

ち
、
大
学
で
大
阪
に
出
て
、
6
年
間

住
ん
で
い
ま
し
た
。
大
学
の
専
攻
は

I
T（
情
報
科
学
）で
、お
掃
除
ロ
ボ
ッ

ト
を
使
っ
た
室
内
の
3
D
形
状
復
元

の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
卒

業
後
は
J
R
に
就
職
し
、
社
内
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
光
回
線
の
設
計
施
工
す

る
通
信
技
術
者
と
し
て
岡
山
で
2
年
間

ほ
ど
働
い
て
い
ま
し
た
。
神
山
町
に
は

今
年
の
5
月
か
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

　
山
が
大
好
き
で
、
自
然
の
多
い
と
こ

ろ
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
の
が
理
由
の

一
つ
で
す
。
そ
し
て
住
む
な
ら
地
元
徳

島
が
い
い
な
と
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、

神
山
町
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
町
外

育
ち
の
徳
島
県
民
と
し
て
は
『
神
山

=

山
に
あ
る
田
舎
』
く
ら
い
の
認
識
で
し

た
が
、
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
「
新
し

い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
る
可

能
性
の
あ
る
お
も
し
ろ
い
町
だ
な
あ
」

と
感
じ
ま
し
た
。
何
度
か
足
を
運
ぶ
う

ち
に
、
自
然
あ
ふ
れ
る
神
山
で
自
分
も

何
か
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
移
住
し
ま

し
た
。

〈
神
山
の
暮
ら
し
で
好
き
な
と
こ
ろ
〉

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
お
話
す
る
こ
と
で

す
。
地
元
の
方
も
移
住
し
て
き
た
方
も

人
生
経
験
豊
富
で
、
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
く
中
で
、刺
激
を
も
ら
っ
た
り
、ほ
っ

こ
り
し
た
り
、驚
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

お
菓
子
を
頂
い
た
り
、
気
軽
に
夕
食
に

も
呼
ん
で
頂
い
た
り
、
お
接
待
文
化
を

身
に
沁
み
て
感
じ
ま
し
た
。
頂
い
て
ば

か
り
な
の
で
若
さ
と
い
う
労
働
力
で
お

返
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
4
3
8
号
線
を
走
っ
て
い
る
時
に

見
え
る
神
山
の
山
々
が
好
き
で
す
。
快

晴
時
の
青
々
と
し
た
山
も
、
雲
が
か
っ

た
山
も
両
方
魅
力
的
で
す
。

〈
こ
れ
か
ら
の
抱
負
〉

　
セ
ン
タ
ー
職
員
と
し
て
、
地
域
と
移

住
さ
れ
る
方
の
橋
渡
し
と
な
れ
る
よ
う

に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
ま
た
地
域
の

行
事
や
、
移
住
者
の
方
が
開
催
し
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
、
神
山
暮
ら
し
を
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
と
個
人
的
に
は
、
自
分
で

山
小
屋
を
作
っ
て
暮
ら
す
の
が
夢
で
、

野
菜
作
り
や
狩
猟
に
も
挑
戦
し
て
み
た

い
で
す
。

◦ 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

◦

NPO法人
グリーンバレー
☎088-676-1177
IP：2028

NPO法人
グリーンバレー
の伊藤・林が
お届けします。

新規移住
相談件数
8 月…10件
9月… 4件

林　大
たい
晟
せい

阿南市出身・下分安吉在住

趣味は山登り

よろしくお願いします
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下
分
地
区
防
災
訓
練
開
催

　
10
月
27
日
、
日
曜
日
、
旧
下
分
小
学

校
に
お
い
て
、
下
分
地
区
防
災
訓
練
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
下
分
地
区
ま
ち
づ

く
り
実
行
委
員
会
主
催
、神
山
消
防
署
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
消
防
団
下
分
分
団

の
協
力
の
も
と
、
約
2
2
0
人
の
住
民

が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
消
防
署
に
よ
る
水
消
火
器

を
使
用
し
た
初
期
消
火
訓
練
、
A
E
D

の
取
扱
方
法
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
訓
練

の
ほ
か
、
社
協
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
後
に
は
、

徳
島
赤
十
字
病
院
救
急
課
福
田
部
長
か

ら「
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
」と
題
し
、

災
害
発
生
時
に
自
ら
の
命
を
守
る
た
め

に
何
が
必
要
か
、
日
頃
か
ら
の
備
え
に

つ
い
て
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　
普
段
か
ら
の

準
備
と
心
構
え

の
大
切
さ
を
学

び
、
防
災
・
減

災
に
つ
い
て
考

え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

神
山
中
学
生
議
会

　
9
月
26
日
、
神
山
町
議
場
で
神
山
中

学
校
3
年
生
28
人
の
議
員
に
よ
る
神
山

中
学
生
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
模
擬
町
議
会
を
体
験
す
る

こ
と
に
よ
り
、
町
政
を
身
近
に
感
じ
、

地
方
自
治
の
姿
の
一
端
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
神
山
町
民
と
し
て
の
自
覚
と
郷
土

を
愛
す
る
心
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
今
回
で
5
回
目
の
開
催

で
す
。

　
「
持

続
可
能

な
地
域

づ
く
り

を
め
ざ

し
て
」

と
い
う

テ
ー
マ

で
、
12

人
の
議

員
か
ら
、
地
方
創
生
や
生
活
環
境
の
改

善
、
学
校
教
育
・
学
習
環
境
（
施
設
）

の
改
善
、
安
全
・
安
心
体
制
の
構
築
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
質
問
を
し
ま
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成

神
山
町
民
会
議
小
学
生
公
演

日
程
：
10
月
8
日

場
所
：
神
領
小
学
校

　
青
少
年
健
全
育
成
神
山
町
民
会
議
の

主
催
す
る
、
町
内
両
小
学
校
児
童
を
対

象
と
し
た
創
作
舞
踊
劇
鑑
賞
会
及
び

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
四
国
大
学
生
活
学
部
児
童

学
科　
田
村
ゼ
ミ
の
3
・
4
年
生
に
よ

る
創
作
舞
踊
劇
「
ザ
☆
お
と
も
だ
ち
」

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、公
演
会
終
了
後
は
、6
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
ア
ニ
メ　

ク
レ
ヨ
ン
し

ん
ち
ゃ
ん

の
曲
で
あ

る
「
オ
ラ

は
に
ん
き

も
の
」
に

合
わ
せ
ダ

ン
ス
を
行

い
、
児
童

は
笑
顔
で

楽
し
み
ま

し
た
。

推
定
樹
齢
2
0
0
年
の
ス
ダ
チ

を
町
指
定
文
化
財
に
指
定

　
10
月
1
日
、
鬼
籠
野
字
東
分
に
あ
る

橋
本
純
一
さ
ん
所
有
の
ス
ダ
チ
は
樹
周

約
1
・
2
m
樹
高
約
6
・
5
m
と
大

変
大
き
く
推
定
樹
齢
も
2
0
0
年
と
さ

れ
て
お
り
、町
文
化
財
保
護
審
議
会
で
、

日
本
一
の
ス
ダ
チ
の
産
地
で
あ
る
神
山

町
に
お
い
て
最
も
古
い
ス
ダ
チ
で
あ
る

た
め
神
山
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
元
年
度

神
山
町
敬
老
会
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
9
月
16
日
か
ら
令
和
元
年

10
月
20
日
ま
で
に
町
内
7
地
区
で
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
敬
老
会
で

は
、
米
寿
の
方
へ
祝
い
状
と
記
念
品
の

贈
呈
、
各
地
区
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
芸

能
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
該
当
者
の
皆
様
、
大
変
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
の
敬
老
会
の
該
当
者
数

は
次
の
と
お
り
で
す
。

※�

該
当
要
件
：
1
9
4
5
年
（
昭
和
20

年
）
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

まちの
　 出来事

かん太くん

▲一般質問の様子

▲みんなでダンスワークショップ

地
　
区

該
当
者
数
（
人
）

広
　
野

3
4
2

阿
　
川

1
8
5

鬼
籠
野

1
7
8

神
　
領

4
6
2

左
右
内

4
2

下
　
分

2
7
1

上
　
分

2
1
3

計

1
、6
9
3

▲初期消火訓練

▲炊き出し訓練

▲日常の備えについて学びました。
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令
和
元
年
度

神
山
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
令
和
元
年
度
神
山
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
10
月
11
日
、
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
18
名
が
参
加
し
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
良

い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
な
か
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
よ
り
プ

レ
ー
を
共
に
す
る
選
手
同
士
の
試
合
で

す
が
、
上
位
は
数
打
差
と
な
り
、
接
戦

の
末
に
順
位
が
決
定
し
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

 
 

優
　
勝
　
　
岩
丸
　
久
子

 
 

準
優
勝
　
　
金
澤
　
孝
一

 
 

第
3
位
　
　
中
　
　
初
夏

第
61
回

町
長
旗
争
奪
軟
式
野
球
大
会

　
第
61
回
町
長
旗
争
奪
軟
式
野
球
大
会

が
8
月
22
日
か
ら
9
月
4
日
ま
で
の
4

日
間
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
5
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
初
回
か
ら
小
刻
み
に
得
点

を
重
ね
、
6
対
0
で
寄
井
体
協
が
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。
寄
井
体
協
は
10
月
11

日
に
行
わ
れ
た
名
西
郡
大
会
に
神
山
町

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
名
西
郡

大
会
で
は
一
時
逆
転
す
る
攻
撃
を
み
せ

ま
し
た
が
、
相
手
の
粘
り
強
い
攻
撃
に

あ
と
一
歩
及
ば
ず
敗
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宮
古
市
産
業
ま
つ
り

　
令
和
元
年
10
月
5
日
、
6
日
に
岩
手

県
宮
古
市
総
合
体
育
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
「
第
25
回 

宮
古
市
産
業
ま
つ

り
」
会
場
に
お
い
て
、
す
だ
ち
の
消
費

拡
大
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
宮
古
市
と
は
、
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り

が
縁
で
、
宮
古
市
産
の
さ
ん
ま
と
神
山

町
産
の
す

だ
ち
が
出

会
い
、
友

好
提
携
都

市
と
な
り

19
年
目
と

な
っ
て
い

ま
す
。

　

天
候

に
も
恵

ま
れ
、
神

山
町
物
産

ブ
ー
ス
で

販
売
し
た
す
だ
ち
、
加
工
品
は
、
初
日

に
ほ
ぼ
完
売
と
な
る
な
ど
、
す
だ
ち
の

人
気
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
11
月
に
神
山
町
で
開
催
さ
れ
る
徳

島
映
画
祭
に
宮
古
市
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
交
流
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り

　
令
和
元
年
9
月
8
日
に
東
京
都
品
川

区
J
R
目
黒
駅
東
口
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た「
第
24
回
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」

会
場
に
て
、
す
だ
ち
の
消
費
拡
大
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
焼
き
さ
ん
ま
7
、
0
0
0
匹
に
輪
切

り
す
だ
ち
、
生
さ
ん
ま
5
0
0
匹
に
す

だ
ち
小
袋
、
寄
席
来
場
者
に
す
だ
ち
小

袋
の
配
布
等
を
行
い
、
神
山
町
物
産

ブ
ー
ス
で
は
、す
だ
ち
の
つ
か
み
ど
り
、

す
だ
ち
青
果
、
加
工
品
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
台
風
が
関
東
に
接
近
し
て

い
る
状
況
で
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
大
き
く
崩
れ
る
こ
と
無
く
、
大
勢

の
お
客
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
す

だ
ち
の
青
果
は
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

▪町大会1回戦
阿　　　川　3－6　鬼籠野体協
▪町大会2回戦
鬼籠野体協　5－4　中 津 体 協
寄井体協（不戦勝）－
� （棄権）広野体協
▪町大会決勝戦
鬼籠野体協　0－6　寄 井 体 協
▪名西郡大会
寄 井 体 協　5－13　レジスタンス
（神山町代表）� （石井町代表）
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上
分
さ
ん
ま
祭
り
開
催

　
9
月
27
日
（
金
）、
上
分
川
又
で
さ
ん

ま
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上
分
地

区
の
有
志
に
よ
っ
て
「
地
域
を
活
気
づ

け
た
い
」
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
、

中
津
地
区
で
開
催
さ
れ
た
さ
ん
ま
祭
り

が
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
川

又
で
計
画
さ
れ
ま
し
た
。「
岳
人
の
森
・

観
月
茶
屋
」
の
山
田
充
さ
ん
が
料
理
担

当
と
し
て
、
さ
ん
ま
の
炭
火
焼
き
を
振

舞
い
ま
し
た
。
他
に
も
江
田
の
お
米
を

使
っ
た
焼
き
お
に
ぎ
り
や
す
だ
ち
鶏
天
、

さ
ん
ま
炙
り
寿
司
、
さ
ば
寿
司
な
ど
も

販
売
さ
れ
、

参
加
者
を
楽

し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
用

意
し
て
い
た

さ
ん
ま
が
足

り
な
く
な
る

ほ
ど
の
盛
況

で
し
た
。

神
山
え
え
も
ん
展
・
大
阪
開
催

　
9
月
27
日（
金
）か
ら
10
月
15
日（
火
）

ま
で
、大
阪・南
船
場
に
あ
る
、ド
ア
ー

ズ
ハ
ウ
ス
に
て
、「
神
山
え
え
も
ん
展 

・
ド
ア
ー
ズ
が
選
ぶ
徳
島 

神
山
町
の

い
い
も
の
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主

催
し
た（
株
）ア
ー
バ
ン
リ
サ
ー
チ
は
、

丁
寧
な
仕
事
を
大
切
に
、
洋
服
や
暮
ら

し
に
関
わ
る
も
の
な
ど
を
全
国
展
開
す

る
企
業
で
す
。
こ
の
企
業
で
働
く
、
神

山
町
出
身
の
大
家
孝
文
さ
ん
と
出
会
っ

た
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
。

　
企
画
チ
ー
ム
が
、
神
山
滞
在
中
に
出

会
っ
た
「
住
む
こ
と
」「
食
べ
る
こ
と
」

「
地
域
に
根
づ
い
た
暮
ら
し
を
す
る
こ

と
」。神
山
町
の
え
え
も
ん（
い
い
も
の
）

に
直
接
触
れ
、商
品
だ
け
で
な
く
、「
ま

ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
な
ど
、
町
内
の
取
り
組
み
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
町
か
ら
4
名

が
参
加
し
、
神
山
の
暮
ら
し
に
つ
い
て

話
す
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
興
味
の
あ
っ

た
神
山
町
の
魅
力

を
知
る
良
い
機
会

で
し
た
。」
と
感

想
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

役場からの
　おしらせ

あゆちゃん

▲200尾のサンマを焼きました

▲トークイベント
　「山あいの町の心地よい暮らし」の様子

　
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
選
挙
が
明
る
く
き
れ
い
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
明
る
い
選
挙

が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
候
補
者
や
選

挙
運
動
に
携
わ
る
人
が
、
選
挙
ル
ー
ル

を
守
り
、
き
れ
い
な
選
挙
を
す
る
と
と

も
に
、
有
権
者
一
人
ひ
と
り
が
、
政
治

に
関
心
を
持
ち
、
良
識
あ
る
行
動
を
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
投
票
日
に
は
、
有
権
者
一
人
ひ
と
り
が

棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

　
神
山
町
議
会
議
員
が
、
本
年
12
月
31

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
の

で
、
次
の
日
程
に
よ
り
、
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
投
票
日　

12
月
15
日

　
告
示
日　

12
月
10
日

　
投
票
時
間　
午
前
7
時
か
ら

�

午
後
8
時
ま
で

　
投
票
場
所　
各
地
区
投
票
所

◎
期
日
前
投
票

　
投
票
期
間　
12
月
11
日
（
水
）
か
ら

�

12
月
14
日
（
土
）

　
投
票
時
間　
午
前
8
時
30
分
～

�

午
後
8
時
00
分

　
投
票
場
所　

�

神
山
町
役
場　
2
階　
鶯

宿（
2
0
2
）会
議
室（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
室
）

※�

選
挙
期
日
（
投
票
日
）
に
仕
事
や
用

務
が
あ
り
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

これらのものも、
政治家の寄付禁止の
対象となります。

神
山
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

15 令和元年11月15日発行



2019年11月5日（火）からスタート！
住民票・マイナンバーカードおよび印鑑登録証明書に

旧姓（旧氏）が併記できます！

※証明書ごとに旧姓（旧氏）の記載の有無を選択することはできません。

手続きに必要な書類
・�併記する旧姓（旧氏）が記載された戸籍謄本等（6か月以内に発行されたもの）
　　�当該旧姓（旧氏）の記載されている戸籍謄本等から現在の氏が記載されている戸籍に至るまでのすべて
の戸籍謄本等が必要です。

・現在の氏の印鑑
・マイナンバーカード（お持ちの方）または通知カード
・本人確認書類（運転免許証等）

申請場所
住民課および広野支所
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健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

神
山
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を

�

販
売
中
で
す
！

　
神
山
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
10

月
1
日
よ
り
販
売
し
て
い
ま
す
。
購
入

対
象
と
な
る
方
や
、
申
請
か
ら
使
用
ま

で
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
神
山
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
購
入
引
換
券
の
申
請
は
令
和

元
年
11
月
29
日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
購
入
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方
は
必
ず
期
日
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
か
ら
2
週
間
経
っ
て
も
結
果
の

通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
健
康
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

購
入
引
換
券
の
申
請
を
し
た
か
ら
と

い
っ
て
必
ず
購
入
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。購
入
引
換
券
が
届
い
て
か
ら
、

購
入
す
る
か
し
な
い
か
判
断
し
て
い

た
だ
い
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
2
年
度

�

保
育
所
入
所
申
込
み
の
ご
案
内

　
令
和
2
年
度
保
育
所
入
所
申
込
み
の

受
付
を
令
和
元
年
11
月
5
日
か
ら
行
い

ま
す
。

■
受
付
期
間

　

�　
令
和
元
年
11
月
5
日
（
火
）
か
ら

令
和
元
年
11
月
29
日（
金
）ま
で（
土

日
祝
日
は
除
く
）

■
受
付
場
所

　

�　
下
分
保
育
所
・
広
野
保
育
所
・
健

康
福
祉
課

■
対
象
児
童

　

�　

保
護
者
の
仕
事
や
家
庭
の
事
情

（
出
産
前
後
や
病
気
、
又
は
家
族
の

看
護
を
含
む
）
な
ど
に
よ
り
、
昼
間

家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

生
後
6
か
月
か
ら
6
歳
ま
で
（
小
学

校
就
学
前
）
の
児
童
。

※�

保
護
者
及
び
入
所
を
希
望
す
る
児
童

の
住
所
が
神
山
町
に
あ
り
、
か
つ
神

山
町
に
居
住
し
て
い
る
（
生
活
の
本

拠
地
が
神
山
町
で
あ
る
）
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

■
必
要
書
類

①
支
給
認
定
申
請
書

　

�（
各
受
付
場
所
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
※
途
中
入
所
を
考
え
ら
れ
て
い

る
方
も
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。）

②�

保
護
者
が
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類

　
（
就
労
証
明
書
、
母
子
手
帳
な
ど
）

③
個
人
番
号

　

�（
世
帯
全
員
分
必
要
で
す
。
申
請
書

に
間
違
い
の
無
い
よ
う
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
※
継
続
入
所
の
方
は
不

要
で
す
。）

※�

受
付
期
間
以
降
の
申
込
み
に
つ
い
て

は
、
4
月
か
ら
の
入
所
が
困
難
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
間
内

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
下
分
保
育
所

　
T
E
L
6
7
7

－

0
2
2
2

　
（
Ｉ
Ｐ
2
0
2
6
）

　
広
野
保
育
所

　
T
E
L
6
7
8

－
0
5
5
6

　
（
Ｉ
Ｐ
2
0
2
7
）

　
神
山
町
役
場
健
康
福
祉
課

　
T
E
L
6
7
6

－

1
1
1
4

　
（
Ｉ
Ｐ
2
0
0
4
）

児
童
扶
養
手
当
・

�

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

◆
児
童
扶
養
手
当

⃝
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　
父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を

監
護
、
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
は
、

監
護
・
養
育
さ
れ
て
い
る
児
童
が
18
歳

に
達
し
た
年
度
末
（
政
令
で
定
め
る
障

が
い
の
あ
る
児
童
は
20
歳
※
再
認
定
の

請
求
が
必
要
）
ま
で
で
す
。

⃝
支
給
要
件

　
次
の
①
～
⑨
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
児
童
に
つ
い
て
、
母
、
父
、
又
は
養

育
者
が
監
護
等
し
て
い
る
場
合
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③�
父
ま
た
母
が
政
令
で
定
め
る
障
が
い

の
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
な
児
童

⑤�

父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上
遺
棄
し
て

い
る
児
童

⑥�

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦�

父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
児
童

⑧�

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

児
童

⑨�

母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
と
き
の
事
情

が
不
明
で
あ
る
児
童

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

⃝
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　
20
歳
未
満
で
、
精
神
や
身
体
に
常
に

介
護
を
必
要
と
す
る
程
度
の
障
害
の
あ

る
子
ど
も
を
家
庭
で
保
護
、
監
督
し
て

い
る
父
母
、
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
方

に
対
し
、
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

⃝
支
給
要
件

　
20
歳
未
満
で
精
神
ま
た
は
身
体
に
障

害
を
有
す
る
子
ど
も
を
家
庭
で
看
護
、

養
育
し
て
い
る
父
母
等
。

※�

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
役
場
健

康
福
祉
課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

町
税
徴
収
強
化
月
間

　
11
月
か
ら
12
月
の
2
か
月
間
を
徴
収

強
化
月
間
と
し
て
、
神
山
町
と
県
内
市

町
村
は
連
携
し
て
徴
収
対
策
を
強
化
し

ま
す
。

　
町
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎�

町
税
を
滞
納
す
る
と
延
滞
金
が
か
か

り
ま
す
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町
税
を
滞
納
す
る
と
、
納
期
限
ま
で

に
納
め
た
方
と
の
公
平
を
保
つ
た
め
、

本
来
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
、
延

滞
金
も
あ
わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◎
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　
神
山
町
で
は
、
町
税
を
滞
納
さ
れ
た

方
に
対
し
て
督
促
状
や
催
告
書
を
発
送

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
納
税
し
て

い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、
納
期
限
ま

で
に
納
税
さ
れ
た
方
と
の
公
平
を
保
つ

た
め
、 

や
む
を
え
ず
財
産
（
給
与
、
預

貯
金
、
生
命
保
険
契
約
な
ど
）
の
差
押

え
（
滞
納
処
分
）
を
行
い
、
町
税
に
充

て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

◎
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

　
納
税
者
の
方
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
ど
う
し
て
も
税
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
、
町
で
は
納
税
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
納
付
が
困
難
な

方
は
、
ぜ
ひ
納
税
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
税
務
保
険
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
第
71
回
人
権
週
間
」

�

12
月
4
日
～
12
月
10
日

み
ん
な
で
築
こ
う　
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う

�

違
い
を
認
め
合
う
心
～

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
国
連
で
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
日
で
あ
る
12
月
10
日
を
世
界

人
権
デ
ー
と
定
め
、
毎
年
12
月
4
日
か

ら
12
月
10
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と

し
て
い
ま
す
。

　
人
権
週
間
を
機
会
に
、家
庭
、学
校
、

職
場
、
地
域
な
ど
様
々
な
場
面
で
、
お

互
い
を
尊
重
し
、
人
権
に
対
す
る
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

＝
人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知
で
す
か
？
＝

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
に
委

嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
毎
月
役
場
で
開
設
す
る
相
談
所
で
相

談
に
あ
た
る
ほ
か
、
人
権
啓
発
活
動
、

救
済
活
動（
人
権
侵
犯
事
案
へ
の
対
応
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
権
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

11
月
は

�

『
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
』
で
す

平
成
30
年
度
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

最
優
秀
標
語

1いち
8はや
9く

　
　

ち
い
さ
な
命
に

　
　
　
　
　
　

待
っ
た
な
し　

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件
数

は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特

に
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の

重
大
な
事
件
が
後
を
絶
た
ず
、
児
童
虐

待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
重
要
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
平
成
16
年
度
か
ら
児
童
虐
待
防
止

法
が
施
行
さ
れ
た
11
月
を
「
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
」
と
定
め
、
日
本
各
地

で
児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
児
童
虐
待
の
防
止
に
つ
な
げ
る
た

め
の
広
報
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
児
童
虐
待
と
は
…

⃝
身
体
的
虐
待

　

�

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し

く
揺
さ
ぶ
る
、や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

溺
れ
さ
せ
る
、
首
を
絞
め
る
、
縄
な

ど
に
よ
り
一
室
に
拘
束
す
る　
な
ど

⃝
性
的
虐
待

　

�

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為

を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被

写
体
に
す
る　
な
ど

⃝
ネ
グ
レ
ク
ト

　

�

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

その他の
　おしらせ

かわずくん

【全国共通・専用電話相談】
■受付時間：平日　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
■�おかけになった場所の最寄りの法務局につながります。

みんなの人権110番 0570－003－110 人権についての相談

子どもの人権110番 0120－007－110
（通話料無料）

学校でのいじめや体罰、
虐待など子どもに関する
相談

女性の人権ホットライン 0570－070－810
職場でのセクハラ、家庭
内暴力など女性に関する
相談

【
神
山
町
の
人
権
相
談
所
】

開
催
日
時

毎
月
11
日
（
休
日
は
翌
日
）

午
後
1
時
～
午
後
4
時

場　
　
所

神
山
町
役
場
　
2
階

図
書
室
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い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車

の
中
に
放
置
す
る
、
重
い
病
気
に

な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い　

な
ど

⃝
心
理
的
虐
待

　

�

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う

だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も

の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を

ふ
る
う　
な
ど

　

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

は
、
早
期
連
絡
・
通
報
が
最
善
の
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
虐
待
に

関
し
て
少
し
で
も
気
に
な
る
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ど
う
か
役
場
健
康
福
祉
課

や
、
東
部
保
健
福
祉
局
及
び
中
央
こ
ど

も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

★
連
絡
先

　
徳
島
県
東
部
保
健
福
祉
局

　
T
E
L
6
2
6

－

8
7
1
6

　
徳
島
県
中
央
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　
T
E
L
6
2
2

－

2
2
0
5

　
神
山
町
役
場
健
康
福
祉
課

　
T
E
L
6
7
6

－

1
1
1
4

　
（
Ｉ
Ｐ
2
0
0
4
）

全
国
一
斉

�「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

―
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

�

電
話
し
て
く
だ
さ
い
―

　
令
和
元
年
11
月
18
日
（
月
）
か
ら
24

日
（
日
）
ま
で
は
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
で
す
。
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
法
務
省
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
セ

ク
シ
ュ
ア
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー

カ
ー
被
害
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
電

話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

〈
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
〉

強
化
期
間
：
11
月
18
日
（
月
）

�

～
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　

�

午
前
8
時
30
分

�

～
午
後
7
時

　
　
　
　
　
11
月
23
日
（
土
）

�

～
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

※�

強
化
週
間
以
外
は
平
日
の
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時

電
話
番
号

　
0
5
7
0
（
0
7
0
）
8
1
0

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ア
ル
）

令和 2年度
社会福祉協議会職員募集

主任介護支援専門員又は介護支援専門員　1名
保健師又は看護師　1名
募集内容　　正規職員 2 名（各 1 名）
応募資格　　上記の資格を有する方、もしくは取得見込の方
　　　　　　普通自動車免許
給　　与　　月給、諸手当：当会規程による。
　　　　　　　※初任給は、採用時の最終学歴により決定。
　　　　　　　　高卒月額：144,100円、短大卒月額：153,000円、大卒月額：164,200円
　　　　　　各種手当有（資格手当月額：15,000円～25,000円、通勤手当、住居手当　等）
　　　　　　昇給、賞与有【賞与支給 30 年度実績…4.45 ヶ月分（採用年度は除く）】
勤務・待遇　　神山町役場地域包括支援センター内勤務
　　　　　　就業時間　　8：30～17：15
　　　　　　休　　日　　土・日・祝日、年末年始、その他本会が定めた休日
　　　　　　健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険、有給休暇、退職金制度あり
受付期間　　令和元年11月15日（金）～令和元年12月27日（金）
　　　　　　午前 9 時から午後 5 時まで（土・日曜日、祝日は除きます。）
申込方法　　応募書類を郵送または持参
応募書類　　履歴書（写真貼付）、資格証明書、健康診断書、最終学歴を証明するもの
選考方法　　書類選考、作文選考、面接選考
そ の 他　　詳細は申し込み時にお問い合わせ下さい。

社会福祉法人　神山町社会福祉協議会　〒771-3310　名西郡神山町神領字本上角 93 番地 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：676 － 1166　IP：4430
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お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課予防係　TEL088－676－1114　IP2004

健康づくりシリーズ○122

血圧を測ってみよう！
　血圧は健診では必ず測定する健康管理に大切な項目ですが、家庭でも手軽に測定できるようになっ
てきました。血圧について知り、測定してみましょう。

　血圧とは？

　家庭で血圧を測りましょう！～普段の血圧を知るために家庭血圧が重要です～

　血圧が高くなるとどうなるの？

　全身に血液が流れるときに血管の壁を押し広げる力

【測定のタイミング】
○ 1日 2回（朝・夜）測定する

朝

・起床後 1時間
・トイレに行ったあと
・朝食を食べる前
・薬をのむ前

夜 ・寝る直前・入浴や飲酒の直後は避ける

血圧の正常値
収縮期血圧（上の血圧）は120未満、拡張期血圧（下の血圧）は80未満です。
※治療中の方の目標値はかかりつけ医とご相談ください。

【測定のポイント】
○座った状態で 1～ 2分安静にしてから測定します。
○カフは心臓と同じ高さにします。
○薄手のシャツ 1枚なら着たままでも測定できます。

血圧が高くなる原因や改善方法は次号でお伝えします

慢性的な高血圧が続くと、血管や臓器を傷つけます

「血圧が高い」ということは、血
液が流れるときに血管に強い力が
かかっているということです！

腎臓（慢性腎不全など）
腎臓の毛細血管の
動脈硬化が進むと、
腎機能が低下。さ
らに血圧が高くな
るという悪循環に
なります。

脳（脳梗塞など）
脳血管の動脈硬化
により、脳梗塞や脳
出血を起こします。
細い血管が詰まって
血行が障害される
ケースが多いです。

心臓（心筋梗塞、心不全など）
心臓の血管の動脈
硬化から心筋梗塞
などを起こします。
心肥大が進行する
と心不全になりま
す。

網膜症
網膜（目）の毛細
血管の動脈硬化が
進むと、網膜への
酸素が不足し、網
膜が傷ついたり視
力障害が起きます。

今年度の特定健診の受診はお済みですか？
　特定健診では身長・体重測定、血圧測定、血液検査、尿検査などを受けることができ、生活習
慣病の治療中の方も対象となっています。神山町国保の方（40～74 歳）の特定健診受診期間は
11月30日までです。この機会に必ず受診しましょう。
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お問い合わせ：地域包括支援センター　　　電話：088－676－1185（IP 2031）

介護予防シリーズ○64

○● 65歳以上の方へ ●○
　高齢期の健康づくりは、これまでの生活習慣病の予防に加えて、生活機能の低下を防ぐために介
護予防の取り組みが必要となってきます。
　次の「基本チェックリスト」を使ってあなたの生活や健康状態をチェックしてみてください。

№ 質　問　項　目 回　答 点数

A

1 バスや電車で１人で外出していますか はい 0点 いいえ 1点 A

/5

2 日用品の買い物をしていますか はい 0点 いいえ 1点
3 預貯金の出し入れをしていますか はい 0点 いいえ 1点
4 友人の家を訪ねていますか はい 0点 いいえ 1点
5 家族や友人の相談にのっていますか はい 0点 いいえ 1点

B

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか はい 0点 いいえ 1点 B

/5

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか はい 0点 いいえ 1点
8 １５分位続けて歩いていますか はい 0点 いいえ 1点
9 この１年間に転んだことがありますか はい 1点 いいえ 0点
10 転倒に対する不安は大きいですか はい 1点 いいえ 0点

C

11 ６ヶ月間で２～３ｋｇ以上の体重減少がありましたか はい 1点 いいえ 0点 C

/2
12

BMI（肥満度）が18.5未満ですか
⇒ BMI の求め方は、体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
※�身長はcm（センチ）ではなく、m（メートル）を使います

はい 1点 いいえ 0点

D
13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか はい 1点 いいえ 0点 D

/3
14 お茶や汁物等でむせることがありますか はい 1点 いいえ 0点
15 口の渇きが気になりますか はい 1点 いいえ 0点

E
16 週に１回以上は外出していますか はい 0点 いいえ 1点 E

/217 昨年と比べて外出の回数が減っていますか はい 1点 いいえ 0点

F
18 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると

言われますか はい 1点 いいえ 0点 F

/3
19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか はい 0点 いいえ 1点
20 今日が何月何日かわからない時がありますか はい 1点 いいえ 0点

G

21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない はい 1点 いいえ 0点 G

/5

22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった はい 1点 いいえ 0点

23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる はい 1点 いいえ 0点

24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない はい 1点 いいえ 0点
25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする はい 1点 いいえ 0点

①�A~Fの合計が10点
以上
②Bの合計が 3点以上
③Cの合計が 2点

④Dの合計が 2点以上
⑤Eの16がいいえ
⑥Fの合計が 1点以上
⑦Gの合計が 2点以上

「基本チェックリスト」の結果、①～⑦のいずれかに
該当する方は、生活機能等の低下のおそれがあります。
「基本チェックリスト」のいずれかに該当し、希望さ
れる方には、介護予防の取り組みについてのご紹介
をさせていただきますので、地域包括支援センター
までお問い合わせください。
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防災シリーズ○34

問い合わせ先（気象庁）総務部 企画課　河里、鈴木　電話03-3212-8341（内線 2261、2228）

防災情報専用のTwitterアカウントを開設
～気象庁からのお知らせ～

　台風の接近時や、地震発生等により顕著な災害の発生が想定される、あるいは既
に発生している際に、気象庁がもつ危機感をより効果的に発信するため、気象庁防
災情報Twitter アカウントを新たに開設します。

　当アカウントでは、台風の接近等による大雨や、地震、火山噴火の発生等により顕著な
災害の発生が想定される、あるいは既に発生している場合に、現況や今後の見通し、防災
上の留意事項、緊急記者会見の内容等、広く国民の皆さんに情報を発信していきます。
　あわせて、緊急時に発信される情報をより有効に活用いただくため、平時から防災情報
の解説等の防災知識の普及・啓発のための情報も発信していきます。
　気象庁では、今後Twitter をはじめとする SNSによる効果的な情報発信について検討
を進め、順次内容を充実させていく予定です。ぜひフォ
ローください。

【気象庁情報防災Twitter アカウント】
U　　R　　L：https://twitter.com/JMA_bousai
アカウント名：@JMA_bousai
名　　　　前：気象庁防災情報
　当アカウントをフォローする際は、Twitterがそのア
カウントが本人のものであると確認した証拠のマーク
（認証バッジ）を確かめてから行ってください。

【補足】
⃝�緊急時等における当アカウントでの情報発信は、顕著な災害の発生が想定される場合等
に、防災上の留意事項等を中心に要点を絞って行います。地元の気象台が発表する警報・
注意報や各種気象情報等の内容を、当アカウントでその都度発表することはありません
のでご留意ください。
⃝�気象庁公式アカウント（@JMA_kishou）では、引き続き、報道発表やイベント案内を
お知らせします。

プロフィール画面のチェックマークが認証バッジです。
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詳しくは徳島北年金事務所　電話 088－655－0200
または住民課年金係　電話 088－676－1113（IP2003）までお問い合わせください。

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた
場合と同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成31年 1月から令和元年12月までに納められた保険料の全額で
す。過去の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保
険料を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、平成31年 1月から令和元年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除
を受けるためには、年末調整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを
証明する書類の添付が必要となります。
　このため、平成31年 1月 1日から令和元年10月 1日までの間に国民年金保険料を納付さ
れた方には、11月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が
送られますので、申告書の提出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。
（9月下旬から10月上旬にかけてコンビニエンスストアで国民年金保険料を納付された一部の
方は、11月中旬頃送られる予定です。）
　また令和元年10月 1日から12月31日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納めら
れた方へは、翌年の 2月上旬に送られる予定です。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方
となる制度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。

　「1
い い
1月3

み ら い
0日は「年金の日」です！！」

年金記録や将来の年金受給見込額を確認し、未来の生活設計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録を確認できるほか、将
来の年金受給見込額について、ご自身の年金記録を基に様々なパターンの試算をすることもで
きます。
　「ねんきんネット」については、日本年金機構のホームページでご確認いただくか、徳島北
年金事務所にお問い合わせください。

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

11月30日は「年金の日」です

国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

23 令和元年11月15日発行



駐在所だより
飲酒の量が少なく「酔い」を自覚していなくてもアルコールは運転に悪影響を与えます。

欠格期間とは、運転免許を取り消された場合に、運転免許を受けることができない期間

飲酒運転には厳しい罰が、
運転者以外、同乗者なども厳罰対象になります。

○ 神領駐在所　　　088－676－0019
○ 広野駐在所　　　088－678－0333

〈通報・相談先〉

飲んだら乗らない
飲酒運転を「しない、させない」

飲酒運転は、厳罰
酒酔い運転 酒気帯び運転

無条件で 呼気中アルコール濃度 呼気中アルコール濃度
0．25mg/l 以上 0．15mg/l 以上　0．25mg/l 未満

35点　欠格期間 3年 25点　欠格期間 2年 13点
免許取り消し 免許取り消し 免許停止90日

欠格期間の上限は10年
　　　 酒酔い運転をした場合　　　 3年
さらに 死亡事故を起こした場合　　 7年
さらに ひき逃げをした場合　　　　10年
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消防署だより

119

火の用心　7つのポイント
　1　家のまわりに燃えやすいものを置かない。
　2　寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。
　3　天ぷらをあげるときは、その場を離れない。
　4　風の強いときは、たき火をしない。
　5　子どもには、マッチやライターで遊ばせない。
　6　電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。
　7　ストーブの上に服などを干さない。

消火器で火事を防ごう
　�　火災を大きくしないためにも、すばやく消火することが大切です。一般的には、炎が天井付近
に達するまでは、消火器で消すことができます。万一のためにも消火器はいつでも使えるところ
に置いておきましょう。

消火器の使用方法
　1　安全栓を引き抜く。
　2　ノズルを火元に向ける。
　3　レバーを強く握る。

消火器使用時の注意事項
　・屋内で使用する際、背後に逃げ道を確保しておく。
　・消火器の粉末または液体を炎ではなく、燃えている物にかける。
　・天井まで炎が届けば初期消火は困難になるため、屋外へ逃げて 119番通報する。

みんなで協力火災予防

消防署への緊急連絡は
・ＩＰ電話　2119番（119 では繋がりません）
・加入電話　  119番　又は（088-676-1199）
・携帯電話　  119番　又は（088-676-1199）

※�携帯電話で119番通報した場合、石井消防署に入電し発生場所確認後、神山消防署に転送しますので、電話を切らずにそのままお待ちください。

　日増しに寒くなり、ストーブ等の暖房器具を使用する機会が増える季節になり
ました。当然火災も発生しやすくなることから、あらためて自分の生活を振り返り、
日頃から火災予防について何ができるか考えましょう。

令和元年10月
�人事異動で神山消防署勤務になりました。

左から
藤井　一有 消防副士長　　藤本　悠祐 消防副士長

� よろしくお願いします。

321
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【作り方】
①�大根、にんじんは 2～ 3㎜厚さのいちょう切り、しいたけは石づ
きを取り、半分に切り、薄切りにする。ごぼうは斜め薄切りにし、
水にさらし水気をきる。長ねぎは小口切りにする。
②�鍋にサバ缶を汁ごと入れ、水を加え、長ねぎ以外①の野菜を加え
てフタをし、中火にかける。煮立ってきたら弱火にして約10分煮る。
③�みそは、分量の牛乳から少しとり溶いておく。
④�②に③と牛乳、長ねぎを加え、ひと煮立ちしたら火を止め、器に
盛りつけ、千切りにしたしょうが等薬味をのせる。

【材料：4人分】
サバ水煮缶 �  1缶（200g）
大根 �  120g
にんじん �  40g
しいたけ �  2枚
ごぼう �  40g

長ねぎ �  1／4本
水 �  1カップ
牛乳 �  2カップ
みそ �  大さじ1
しょうが �  1片
※その他三つ葉や貝割れ大根

サバ缶シリーズ

野菜1日350g！
栄養価 1人分：エネルギー 190kcal、たんぱく質 15.0g、
脂質 9.4g、Ca261㎎、塩分 1.2g� 野菜総重量約60g

●ワンポイントアドバイス
　サバ缶の汁ごと使うのと、牛乳の風味も加わるので、だしは不要です。
みそもいつもの半分ぐらいを意識して調味してください。

ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理

★サバ缶のミルクみそ汁★

　次号は、平成29～31年生
まれで1月・2 月が誕生日
の子（町内に住所を有するこ
と）を募集します。
　掲載を希望する方は、役
場広報編集委員会まで写真
を送付してください。締切は
12月15日です。
※�掲載回数は1回までです。
複数回の掲載はできませ
んのでご了承ください。
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　9月12日、大埜地の集合住宅の川沿いに計画されている鮎喰川コモンの「コ
モンハウス棟（仮称）」の工事が、着工されました。神山町産材を活用した木造
平屋建ての建物です。
　鮎喰川コモンは、広場のような草地と、大人も子どもも使える文化施設「コ
モンハウス棟（仮称）」を中心とした、町
内に広く開かれた空間で、2020年に完成
し、同年秋のオープンを予定しています。
　多世代が集え、さまざまな過ごし方がで
きる「まちのリビング」のような場所とな
るよう、工事と並行して運営の準備を進め
ています。今後、町のみなさんと一緒に、
現場でものづくりを行う機会や、活用方法
を話し合う会を開催していきます。
　来年 1月には建前を迎える予定です。お
楽しみに。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

「大埜地の集合住宅・コモンハウス棟」着工しました！

▲木材加工の様子。
　大工さんの技が光ります。

▲第11回神山ルーキーズ親善野球大会
　開会式の様子
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